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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
３
『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
１
８
＞

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
０
８
５
Ｍ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
秀
は
意
識
を
失
う
寸
前
に
和
人
の
名
を
呼
ぶ
。

そ
し
て
－
－
－

現
代
版
吸
血
鬼
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
『
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
』
シ
リ
ー
ズ
第
３
段
、
和
人
と
秀

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア

の
出
会
い
を
描
い
た
『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
第
１
８

話
で
す
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
１
８
＞
（
前
書
き
）

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で
す
ね
ー
（
長
い
。
。
。
数
え
た
ら
原
稿
用
紙
１
０
５
枚
だ

っ
た
（
＿
￥
）
）
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
１
８
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
１
８
＞

　
秀
の
体
が
ゆ
っ
く
り
と
地
上
に
倒
れ
た
時
。

　
永
遠
に
意
識
が
途
絶
え
る
、
一
歩
手
前
の
瞬
間
－
－
－

　
”
永
遠
の
眠
り
”
に
つ
い
た
の
は
、
カ
レ
ン
の
方
だ
っ
た
。

と
わ

　
「
・
・
・
　
・
・
・
え
・
・
・
　
・
・
・
？
」

　
「
な
・
・
・
　
・
・
・
　
に
・
・
・
　
・
・
・
？
」

　
２
人
は
期
せ
ず
し
て
同
時
に
、
疑
問
符
を
発
し
て
い
た
。

　
カ
レ
ン
が
ゆ
っ
く
り
と
振
り
返
る
－
－
－

　
そ
の
白
い
首
筋
に
鋭
く
輝
く
、
２
本
の
牙
を
突
き
立
て
ら
れ
た
ま
ま
の
姿
勢

で
。

　
「
お
・
・
・
　
・
・
・
前
は
－
－
－
！
」

　
問
い
か
け
ら
れ
た
青
年
は
、
ゆ
っ
く
り
と
牙
を
引
き
抜
き
、
そ
の
形
の
良
い

唇
に

紅
の
血
を
宿
し
な
が
ら
妖
艶
に
微
笑
ん
だ
。

　
死
の
間
際
の
彼
女
で
さ
え
、
そ
の
姿
に
思
わ
ず
胸
の
鼓
動
を
感
じ
て
し
ま
う

様
な
－
－
－
最
後
の
一
筋
の
青
白
い
月
光
を
背
後
に
宿
し
、
碧
が
か
っ
た
黒
髪

を
夜
風
に
靡
か
せ
な
が
ら
。

　
碧
色
の
深
い
瞳
の
色
は
、
見
る
者
全
て
の
心
を
魅
き
つ
け
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

　
た
と
え
、
そ
れ
が
女
で
あ
ろ
う
と
男
で
あ
ろ
う
と
－
－
－
『
闇
』
で
あ
ろ
う

と
『
光
』
で
あ
ろ
う
と
。

ひ
と

　
彼
女
が
、

　
「
帝
王
・
・
・
　
・
・
・
？
」

　
そ
の
『
主
』
の
名
を
呟
い
た
時
。

　
彼
の
白
い
手
が
、
背
後
か
ら
彼
女
の
左
胸
を
貫
い
た
。

　
苦
痛
と
も
至
福
と
も
と
れ
る
複
雑
な
表
情
と
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
カ
レ
ン
が

目
を
閉
じ
る
。
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同
時
に
－
－
－
新
し
い
”
生
命
の
活
力
”
を
こ
の
街
に
与
え
る
役
目
を
担
っ

た
太
陽
が
、
Ｍ
Ｙ
 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
 

の
ビ
ル
の
谷
間
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
現
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
っ
・
・
・
　
・
・
・

　
春
風
に
吹
か
れ
る
訳
で
も
な
く
。

　
カ
レ
ン
と
仲
間
た
ち
の
体
は
、
一
瞬
の
間
に
路
上
へ
と
散
っ
た
－
－
－
象
牙

色
の
『
灰
』
と
な
っ
て
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
帝
王
・
・
・
　
・
・
・
」

　
自
分
の
横
を
彼
女
の
無
形
の
淋
し
い
”
屍
”
が
通
り
過
ぎ
て
い
く
の
を
感
じ

な
が
ら
、
か
す
れ
る
声
で
秀
は
彼
の
名
を
呼
ん
だ
。

　
「
何
故
－
－
－
あ
ん
た
が
こ
こ
に
？
あ
ん
た
は
・
・
・
　
・
・
・
『
灰
』
に

は
な
ら
な
い
の
か
？
」

　
帝
王
－
－
－
和
人
は
微
笑
し
た
。

　
「
俺
は
『
灰
』
に
は
な
ら
な
い
－
－
－
”
な
れ
な
い
”
ら
し
い
。
期
待
に
添

え
な
く
て
残
念
だ
け
ど
。
」

　
「
本
っ
当
！
」

　
秀
は
ご
ほ
ご
ほ
と
咳
き
込
み
な
が
ら
、
体
を
起
こ
し
た
。
首
筋
の
深
い
傷
に

手
を
当
て
、

　
「
－
－
－
っ
た
く
、
ろ
く
な
こ
と
し
て
く
れ
な
い
な
、
お
前
ら
吸
血
鬼
一
族

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア

は
よ
っ
！
腹
立
た
し
い
っ
た
ら
、
あ
り
ゃ
し
ね
ぇ
！
」

　
地
面
に
ど
か
っ
、
と
胡
坐
を
か
き
、
拗
ね
た
様
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
み
せ
る
。

「
昔
っ
か
ら
そ
う
だ
っ
た
。
て
め
ぇ
が
『
１
番
』
み
た
い
な
顔
し
や
が
っ
て
。

つ
ら

迷
惑
千
万
た
ぁ
、
こ
の
事
だ
ぜ
・
・
・
　
・
・
・
つ
っ
！
お
ー
、
痛
ぇ
・
・
・

　
・
・
・
！
」

　
ふ
う
ふ
う
、
と
肘
の
傷
口
に
息
を
吹
き
か
け
る
。

　
「
悪
い
ね
、
狼
男
。
」

ウ
ル
フ
ガ
イ

　
和
人
は
悪
び
れ
た
風
も
な
く
、
彼
に
近
づ
き
、
目
の
前
で
腰
を
降
ろ
し
た
。

　
「
”
躾
”
が
な
っ
て
な
く
っ
て
。
」

　
「
帝
王
な
ら
、
そ
れ
く
ら
い
躾
と
け
よ
。
」
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恨
め
し
げ
に
、
横
目
で
睨
み
つ
け
る
－
－
－

　
が
、
間
近
に
見
る
和
人
の
”
整
い
過
ぎ
た
容
貌
”
に
思
わ
ず
視
線
を
そ
ら
す
。

　
「
傷
は
、
大
丈
夫
か
？
秀
。
」

　
「
？
・
・
・
　
・
・
・
別
に
－
－
－
」

　
何
処
か
で
－
－
－
聞
き
覚
え
の
あ
る
、
こ
の
台
詞
。

　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ハ
　
ド
コ
　
ダ
ッ
タ
ロ
ウ
・
・
・
　
・
・
・

　
「
・
・
・
　
・
・
・
帝
王
、
あ
ん
た
何
処
か
で
こ
の
俺
と
－
－
－
－
」

　
「
？
何
？
」

　
和
人
は
朝
の
日
射
し
の
中
で
微
笑
ん
だ
。

　
秀
の
目
を
眩
し
げ
に
細
め
さ
せ
た
の
は
、
明
る
す
ぎ
る
朝
日
の
せ
い
か
。

　
そ
れ
と
も
、
彼
の
微
笑
み
の
せ
い
か
・
・
・
　
・
・
・
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
い
や
。
」

　
否
定
す
る
様
に
秀
は
頭
を
振
っ
た
。
「
そ
ん
な
は
ず
な
い
・
・
・
　
・
・
・

か
。

あ
ん
た
は
、
俺
の
一
族
を
滅
ぼ
し
た
一
族
の
長
だ
も
ん
な
。
」

　
「
－
－
－
」

　
一
瞬
－
－
－
和
人
が
そ
の
澄
ん
だ
瞳
に
翳
り
を
宿
し
た
事
に
、
秀
は
気
付
か

な
い
。

　
思
い
直
し
て
、
秀
は
、

　
「
さ
ぁ
、
決
着
を
つ
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
の
、
帝
王
！
一
族
の
恨
み
を
今
こ
そ

は
ら
し
て
や
る
！
」

　
堂
々
と
２
本
足
で
立
ち
上
が
り
、
秀
は
言
っ
た
。
「
陽
の
中
で
も
平
気
な
ん

ひ

だ
ろ
、
あ
ん
た
。
」

　
「
－
－
－
そ
の
前
に
、
尋
ね
た
い
事
が
あ
る
。
」

　
「
？
何
だ
よ
、
改
ま
っ
て
。
」

　
拍
子
抜
け
し
た
感
じ
で
、
秀
が
問
い
か
け
る
。

　
「
先
刻
。
」

　
静
か
に
立
ち
上
が
る
和
人
。
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小
首
を
傾
げ
て
、
秀
の
瞳
を
覗
き
込
む
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
先
刻
、
俺
の
名
前
を
呼
ん
だ
の
は
”
ど
っ
ち
”
だ
？
秀
。

」　
「
え
－
－
－
？
」

　
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
た
秀
の
両
拳
が
思
わ
ず
下
へ
下
が
る
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
ど
っ
ち
っ
て
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
『
和
人
』
っ
て
読
ん
で
く
れ
た
の
は
狼
男
か
－
－
－
そ
れ
と
も
”
秀
”
の

き
み

方
？
」

　
「
！
－
－
－
」

　
甦
る
、
あ
の
日
か
ら
の
記
憶
－
－
－

　
『
入
っ
て
な
い
だ
ろ
？
そ
の
中
に
は
』

　
新
宿
中
、
追
い
求
め
た
彼
の
名
は
－
－
－

　
「
和
人
！
」

　
秀
は
叫
ん
だ
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
和
人
は
ほ
っ
と
し
た
面
持
ち
で
、
彼
の
体
を
片
手
で
抱
き
し
め
、
そ
の
肩
に

顔
を
埋
め
た
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
心
配
か
け
や
が
っ
て
、
こ
い
つ
は
－
－
－
も
う
、
何
処

に
も
行
く
な
よ
。
」

　
「
ば
ー
か
－
－
－
」

　
秀
も
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
、
和
人
の
頭
を
左
手
で
軽
く
抱
く
。
「
そ
り
ゃ
、

俺
の
台
詞
だ
ぜ
。
」

　
や
が
て
－
－
－

　
街
は
静
か
に
動
き
始
め
る
。

　
『
昼
の
住
人
』
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
－
－
－
。
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『
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
 

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
 

Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
』
＜
１
８
＞
（
後
書
き
）

な
ん
か
こ
の
ま
ん
ま
何
処
か
で
二
時
小
説
で
Ｂ
Ｌ
や
ら
れ
そ
う
な
気
が
す
る
（

い
ね
ぇ
よ
！
！
ん
な
や
つ
）
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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